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1 は じ め に

豚の配合飼料の主な原料となる穀物中のリンの多くは,

フィチン酸の形で存在している。フィチン酸は豚や鶏など

単胃動物ではほとんど分解・吸収されず,そのまま糞尿中
へ排泄され,窒素と同様,許容以上になると環境に悪影響

を与える。

フィターゼは,フ ィチン酸を分解する酵素で,飼料に添

加することにより飼料中のリンの利用性が改善されること

から,フ ィターゼを豚に給与したときの,①発育と産肉性

について,②糞尿中リン排泄量に及ぼす影響について検討

した。

2試 験 方 法

は)材料及び方法
1)発育と産肉性について (試験 1)
供 試 豚 :系統間三元交雑種 (LWD)24頭 (去勢12頭 ,

雌12頭 )

飼養管理 :1群 4頭で去勢・雌の別飼,不断給餌 ,自 由飲

水

試験期間 :前期 (体重30～70kg),後期 (体重ズl-105kgn

調査項日 :発育及び産肉性

2)糞尿中リン排泄量に及ぼす影響について (試験2)
供 試 豚 :LWD去勢18頭 (平均体重807± 7 2kg)
飼養管理 :1頭ずつ糞尿分離可能な代謝ケージ内で単飼,

1日 当たり体重の約 4%の試験飼料を給与 ,
自由飲水

試験期間 :予備期間 4～ 7日 間
試験 (糞尿採取)期間 4日間

調査項目 :糞尿排泄量,リ ンのみかけの消化率及び糞尿

中リン排泄量

12)試験区分及び飼料設計

試験 1及び 2の試験区は,標準区 (無機リン配合 ,フ ィ

ターゼ無添加飼料給与),低 リン区 (無機リン無配合,フ ィ

ターゼ無添加飼料給与)及びフィターゼ区 (無機リン無配

合,フ ィターゼ添加飼料給与)の 3区とし,飼養標準で示
されているリンの要求量に対する充足率は表 1に示した。

なお,無機リンとして第ニ リン酸カルシウムは,飼料に対

して07%配合し,フ ィターゼは,飼料 l kg当たり500単位
(01%)添加した。

表 1 試験区分及び飼料設計

標準区 低リン区 フィタゼ区
無機リンの配合(Oは配合)
フィターゼの添加(○は添加)

○

○

主な飼料成分

TDN,CP
(%)

試験 1  前期   750,154(3区とも同じ)
試験 1  後期   巧0,132(3区とも同じ)

足率(%) 試験 1 後期  1215  904  904
試験 2  -  1388 1083 1083

非フィチン 試験 1 前期  1097  599  599
リンの充足 試験 1 後期  1300  677  677
率(%)  試験 2  -  1493  875  875
注 無機 リンの配合及びフィターゼの添加は,試験 1と
2は同じ

3 試験結果及び考察

m)試験 1(表 2.3):終 了日齢,平均増体重及び群
ごとの飼料要求率に有意差はなかった。しかしながら,フ ィ

ターゼ区の増体は,去勢では良好であったが,雌では他に

比べてやや劣り,その理由として性差が考えられた。しか

しながら,フ ィターゼを同様に飼料添加して給与した場合 ,

250単位/kgでの添加給与時の増体は,去勢が最も劣り,

雌が最も良好であり,500単位/kgでの添加給与時では,

本試験と同様な傾向を示すなど,フ ィターゼの添加量の違

いによつて性でその効果に差がみられており
1),本試験に

おいて,フ ィターゼ区の雌で増体がやや劣った理由は明ら

かとはならなかった。なお,低リン区 (雌)1頭は,明 ら
かな発育不良が認められたため,試験を途中で中止 し,成

績から除外した。

産肉成績は,いずれの項目においても有意な差はなかっ

た。なお,低 リン区(去勢)の 1頭は,屠殺解体時における

背割り不良のため,成績から除外した。

口)試験 2(表 4):リ ンのみかけの消化率は,標準区
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表2 終了日齢,平均増体重及び飼料要求率 れず尿中へ排泄されるものが多かったためと考えられた。

糞尿中リン排泄総量も,フ ィターゼ区が584gと 最も低

い値を示した。標準区の糞尿中リン排泄総量を100%と し

た場合,フ ィターゼ区は819%であり,181%の 低減がみ

られた。

表4 糞尿排泄量, リンのみかけの消化率及び糞尿中
リン排泄量

単位 標準区 低リン区 フィターゼ区

雌      去 勢
単 標準区 低リンフィ舛 騨 区 低リンフィ舛

位    区  ゼ区 区  ゼ区
調査頭数 頭   4

終了日齢 日 1808 1883 1968 1865 1830 1735
平均増体重 前 期 g 7536

後 期 g9165
全期間 g 8389

飼料要求華 316
407
361

表3 産肉成績

7349 7304 8673 8298 911 0
851 5 7948 8946 872 7 9962
795 7 7634 879 4 8484 952 3

期

期

間期

前

後

全

348  436  407
384  448  566
368  443  501

344
365

4 39  355

雌      去 勢
単 標準区低リンフィター標準区 低リンフィター

位   区  ゼ区 区  ゼ区

調査頭数
112  119  122
036     022     032

尿 皿1 23422 19323 24128
5079    3654    6382

リンのみかけの

消化率(注 3)
%   463a    295b    387
37       2 9       64

(%)(1569)(1000)(1312)

1日 当たりの排 糞 kg
泄量

調査頭数
終了体重  kg
枝肉重量  kg
と体長   ct
背腰長 l  cI
背腰長Ⅱ  錮
と体幅   錮
背脂肪 肩  m
背脂肪 背  皿
背脂肪 腰 皿
ロース長  側
ロース断面積

105 5 105 3 109 0

698  680  725
929  93 1  960
777  773  796
679  683  699
348  346  353
899  860  344
182  164  157
290  278  22 1
51 0  520  53 1

1073 1050 1074
72 6  71 5  71 2

934  936  91 7
777  78 1  769
67 1  675  666
356  347  34 1
398  408  396
196  21 5  208
283  348  34 1
508  492  502

1日 当たりの糞

及び尿中リン排

泄量

597     582     5 55
1 64     099     1 29

1 16a   021b   029b
027     015     0 19

糞 g

尿 g

1日 当たりの糞

尿中 リン排泄総

g    7 13     603     584

1 88     086     1 33

量(注 4)      (%)(1000) (846) (819)
注 1)上段は平均値,下段は標準偏差
2)a, b間 に5%水準で有意差あり
3) ( )内 は,低 リン区におけるリンのみかけの
消化率を100と した時の割合 (%)
4) ( )内 は,標準区における糞尿中リン排泄総
量を100と した時の割合 (%)5-6胸椎 耐 202 219 217 204 162 201

11-12胸椎 耐 381 369 406 356 316 377
上物率   % 750 667 500 500 333 250

463%で最も高い値を示したが,これは豚が消化・ 吸収し

利用可能な無機 リンを飼料に予め配合してあるためて,必

然的に高くなった。低リン区は,無機リンを配合していな

いので295%と なり,標準区に比べて有意に低い値を示 し

た。フィターゼ区は387%で ,低 リン区に比べて92%の
上昇がみられた。

糞中リン排泄量に有意な差はなかった。しかしながら,

標準区の尿中リン排7L量は,低 リン区及びフィターゼ区に

比べて有意に高い値を示した。これは,標準区のリンのみ

かけの消化率が他に比べて高い値を示した理由と同様で ,

標準区には無機リンが配合されリンが充足しており,飼料

中リンのうち,消化・吸収されても,その後体内で使用さ

4 ま め

無機 リンを配合していない飼料にフィターゼを添加して

豚に給与した場合,発育及び産肉性への影響はみられず ,

リンのみかけの消化率は向上し,糞尿中へのリン排泄量は

低減された。

よって,飼料へのフィターゼ添加により,飼料中の無機

リンの配合割合を減らす,も しくは無配合とすることは可

能であり,ま た,その添加は,豚糞尿中へのリンの排泄量

を低減する手段として有効であることが示唆された。
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